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野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —








草で，高さ 20 ～ 40cm，茎は数本そう生し，葉
は紙質で裏面に毛があります。葉は長い柄をも
ち，3 つに枝分かれした先に 3 枚の小葉のある 1
～ 3 回三出複葉をつけ，小葉は側方と中央でや
や形の異なる柄を持ち，卵状皮針形，辺縁には







イカリソウ  Epimedium grandiflorum Morr. var.












　日本に自生するイカリソウの仲間は 5~6 種類あり，イカリソウ（錨草）E. grandiflorum は本州太
平洋側の落葉広葉樹の森の木陰などに自生し，花は淡紫，紫，白などです。トキワイカリソウ（常
磐錨草） E. sempervirens は北陸から山陰にかけての特に雪の多い地域に分布し，葉は常緑，花は白，
紅紫色です。キバナイカリソウ（黄花錨草） E. koreanum は北海道，北陸，東北の日本海側に自生，
中国や朝鮮半島にも分布するイカリソウの変種と考えられ，淡い黄色の花を咲かせます。バイカイ
カリソウ（梅花錨草）E. diphyllum は本州の中国地方，四国，九州に自生し，花びらの先端がとがら
ず萼が花びらのようになり，花は径 1cm ほどと小さく，形が梅の花に似ていて花は白です。イカリ
ソウの仲間は，山野草として人気が高く，乱獲が危惧されます。
写真 3　バイカイカリソウ（花）
図 1　成分の構造式
